
​デジタルクリニックの利用実態とユーザーニーズ分析​



​1.はじめに​
​医療のデジタル化が加速する中、特定の診療科目に特化したオンライン完結型クリニックが​
​台頭しています。その中でも「デジタルクリニック」は、最先端のIT技術と医療サービスを​
​融合させ、従来の通院に伴う物理的・心理的障壁を極限まで排除した次世代の医療プラット​
​フォームとして注目を集めています。特に多忙な現代人が抱える「通院時間の確保」という​
​課題に対し、スマートフォン一つで完結する利便性を提供することで、新たな受診スタイル​
​を確立しました。​

​調査の背景と目的​
​オンライン診療市場の競争が激化する中で、ユーザーは単なる「手軽さ」だけでなく、医療​
​機関としての「信頼性」や「継続のしやすさ」を厳しく評価するようになっています。本調​
​査では、デジタルクリニックを利用されたユーザー様からの評価データを基に、予約の簡便​
​さ、診療の質、コスト面での納得感などを多角的に分析しました。オンライン特有の利便性​
​が、実際の診療体験においてどのようにユーザーの満足度（平均8.74点）に寄与しているか​
​を詳らかにすることが本レポートの目的です。​

​利用者層の概況（エグゼクティブ・サマリー）​
​本データの分析結果から、デジタルクリニックの主な利用者層は、「効率的な時間活用を最​
​優先しつつ、専門性の高いケアを求めるビジネスパーソン層」であることが明らかとなりま​
​した。​

​この層は、以下のような特徴を有しています：​

​●​ ​圧倒的な利便性への信頼​​：24時間365日対応に近い予約・診療体制（評価平均8.94​
​点）を最大価値としており、自身の生活リズムを崩さない受診を高く評価していま​
​す。​

​●​ ​対面診療に近い安心感​​：画面越しであっても丁寧なカウンセリング（評価平均8.86​
​点）が行われる点に納得しており、オンラインゆえの不安を感じさせない対応を支​
​持しています。​

​●​ ​合理的な価格体系​​：診察料と薬代のバランスが取れた明確な料金設定（評価平均​
​8.38点）を重視し、透明性の高いサービスを継続利用の決め手としています。​

​デジタルクリニックが提供する「テクノロジーによる医療の民主化」が、ユーザーの不便を​
​解消し、強固なリピート構造を生み出している実態が確認されました。​



​本レポートの構成​
​本編では、以下のセクションに沿って詳細な分析結果を提示いたします。​

​●​ ​予約の取りやすさについて評価を教えてください。(10点満点)​
​●​ ​診療時間（受診したい時間帯に診療に対応していたなど）について評価を教えてください。​

​(10点満点)​
​●​ ​診療・カウンセリングの質（自分に合う治療法の提案・無理な勧誘がなかった・丁寧な説明​

​があったなど）について評価を教えてください。(10点満点)​
​●​ ​料金について評価を教えてください。(10点満点)​
​●​ ​プラン数について評価を教えてください。(10点満点)​
​●​ ​配送スピードについて評価を教えてください。(10点満点)​
​●​ ​アフターケアについて評価を教えてください。(10点満点)​



​2.各質問におけるユーザーの評価​
​予約の取りやすさについて評価を教えてください。(10点満点)​

​予約の取りやすさの評価分布​

​デジタルクリニックの「予約の取りやすさ」に関する評価は、平均​​8.78点​​と極めて高い水準​
​にあります。多くのユーザーが「スマホで数タップ」という操作性に高い満足度を示してい​
​ます。​

​評価区分​ ​構成比（概​
​算）​

​主な評価背景・ユーザーの反応​

​8点〜10​
​点​

​82%​ ​LINEやWEBから即座に空き枠が確認でき、直前予約も可能な​
​点を高く評価。​

​5点〜7点​ ​18%​ ​おおむね満足だが、連休前後など極端に混雑する時期に希望​
​枠が埋まっていた。​

​0点〜4点​ ​0%​ ​予約システムが使いにくい、予約が全く取れないといった致​
​命的な不満は皆無。​



​評価別のデータ傾向（予約の取りやすさ）​

​「予約の取りやすさ」のスコアは、オンライン診療の根幹を支える要素として高く評価され​
​ています。特に、既存のSNSツールを活用した予約フローが、ユーザーの心理的ハードルを​
​下げています。​

​●​ ​8点以上：直感的な操作と即時性（82%）​​：全回答者の8割以上がこの層に集中して​
​います。特に満点の「10点」を付けたユーザーは、思い立った瞬間にその場で数分​
​後の予約が取れるといった、デジタルならではのスピード感を高く支持していま​
​す。​

​●​ ​5点〜7点：標準的な利便性（18%）​​：この層の最低点も「6点」であり、実用上の不​
​便を感じているわけではありません。特定の日時において、ピンポイントな希望枠​
​が埋まっているケースに対して、相対的に標準的な評価を下している層と考えられ​
​ます。​

​●​ ​0点〜4点：不満層（0%）​​：今回の調査において、予約フローに対して明確な不満を​
​抱いているユーザーは一人も確認されませんでした。システム構築の完成度の高さ​
​が伺えます。​

​調査結論​

​デジタルクリニックの予約システムは、ユーザーから圧倒的な支持を得ています。特に、10​
​点満点の評価が過半数に迫る勢いであり、「通院予約という面倒な作業を、日常のメッセー​
​ジ送受信と同レベルにまで簡略化したこと」が、高い満足度の源泉（平均8.74点）に直結し​
​ていることが確認されました。​



​診療時間について評価を教えてください。(10点満点)​

​診療時間の評価分布​

​「診療時間」に関する評価は、平均​​8.94点​​を記録しました。これは全項目の中でもトップク​
​ラスの数値であり、ユーザーの多様なライフスタイルへの適合性が示されています。​

​評価区分​ ​構成比（概​
​算）​

​主な評価背景・ユーザーの反応​

​8点〜10​
​点​

​88%​ ​早朝から深夜まで対応しており、仕事前後や育児の合間に受​
​診できる点が便利。​

​5点〜7点​ ​12%​ ​基本的に満足しているが、特定の深夜帯など更なる枠の拡充​
​を期待する声。​

​0点〜4点​ ​0%​ ​診療時間が短すぎる、受診したい時間に開いていないといっ​
​た不満は見られない。​



​評価別のデータ傾向（診療時間）​

​「診療時間」のスコアは「​​24時間対応で忙しくても大丈夫​​」「当日予約可能で24時間365日​
​対応」という次世代型医療サービスを具現化していることを証明しています。​

​●​ ​8点以上：圧倒的な適合性と柔軟性（88%）​​：約9割近いユーザーが極めて高い評価​
​を付けています。特に仕事を持つビジネスマン層からは、一般的なクリニックが閉​
​まっている20時以降や土日祝日の対応に対して、感謝に近い高評価が寄せられてい​
​ます。​

​●​ ​5点〜7点：標準的な利便性（12%）​​：この評価帯の最低点も「7点」であり、不満を​
​抱くレベルではありません。概ね満足しているものの、より特殊な時間帯での受診​
​を希望する層において、相対的に控えめな評価に留まっていると考えられます。​

​●​ ​0点〜4点：不満層（0%）​​：調査データにおいて、診療時間の設定に対して明確な不​
​満を抱いているユーザーは一人も確認されませんでした。​

​調査結論​

​デジタルクリニックの診療体制は、オンライン診療の最大のメリットである「時間的制約の​
​完全排除」を高いレベルで達成しています。10点満点の層が突出して多く、「自分の生活リ​
​ズムを一切崩さずに受診できる」という点が、他院との強力な差別化要因となり、高い総合​
​満足度を支える柱となっていることが確認されました。​



​診療・カウンセリングの質について評価を教えてください。(10点満点)​

​診療・カウンセリングの質の評価分布​

​「診療・カウンセリングの質」に関する評価は、平均​​8.86点​​でした。オンラインという非対​
​面の環境ながら、高いコミュニケーション能力と丁寧な説明が評価されています。​

​評価区分​ ​構成比（概​
​算）​

​主な評価背景・ユーザーの反応​

​8点〜10​
​点​

​84%​ ​説明が非常に分かりやすく、無理な勧誘もない。悩みに対し​
​て真摯な提案があった。​

​5点〜7点​ ​16%​ ​丁寧ではあるが、オンラインゆえに少し淡々とした印象を受​
​ける場合がある。​

​0点〜4点​ ​0%​ ​高圧的な態度や不適切な説明を受けたといったネガティブな​
​報告は見られない。​



​評価別のデータ傾向（診療・カウンセリングの質）​

​「診療・カウンセリングの質」のスコアは、単なる「速さ」だけでなく「質」を重視する​
​ユーザーの期待に応えていることを示しています。​

​●​ ​8点以上：丁寧な説明と安心感（84%）​​：多くのユーザーが「画面越しとは思えない​
​丁寧さ」を高く評価しています。特に、副作用のリスクや自分に合った治療法の選​
​択肢をフラットに提示する姿勢が、高い信頼スコア（8点以上）へと繋がっていま​
​す。​

​●​ ​5点〜7点：標準的な評価（16%）​​：この層の最低点は「6点」です。診断内容は適切​
​であるものの、対面診療のような「手触り感」のある対話をより重視する層におい​
​て、相対的に標準的な評価に留まっていると考えられます。​

​●​ ​0点〜4点：不満層（0%）​​：強引なアップセルや不快な対応に関する不満はゼロでし​
​た。医療機関としての誠実な姿勢が徹底されていることが伺えます。​

​調査結論​

​デジタルクリニックのカウンセリングは、ユーザーに「納得感」と「安心」を同時に提供し​
​ています。不満層がゼロであることは、オンライン診療で懸念されがちな「診断の簡略化」​
​を防ぎ、質の高い医療対話を維持できている証左であり、ブランドの信頼性を高める重要因​
​子となっていると結論付けられます。​



​料金について評価を教えてください。(10点満点)​

​料金の評価分布​

​デジタルクリニックの「料金」に関する評価は、平均​​8.38点​​でした。利便性項目と比較する​
​と評価が分かれるものの、コストパフォーマンスに対する納得感は高い水準にあります。​

​評価区分​ ​構成比（概​
​算）​

​主な評価背景・ユーザーの反応​

​8点〜10​
​点​

​78%​ ​診察料が無料（または安価）であり、通院にかかる交通費を​
​含めると非常に割安。​

​5点〜7点​ ​22%​ ​サービスの質には満足だが、薬価や送料の合計を他院とシビ​
​アに比較している。​

​0点〜4点​ ​0%​ ​不当に高額である、あるいは料金体系が不透明といった不満​
​は見られない。​



​評価別のデータ傾向（料金）​

​「料金」のスコアは、実利的な価値を求めるユーザーのシビアな視点を反映しています。​

​●​ ​8点以上：納得のコストパフォーマンス（78%）​​：全体の約8割がこの層に含まれま​
​す。「移動の手間と時間が省ける」という時間的付加価値を含めたトータルコスト​
​において、非常に安価であると感じているユーザーが多数派を占めています。​

​●​ ​5点〜7点：現実的な判断（22%）​​：デジタルクリニックの中で中間層の割合が最も​
​高い項目です。利便性の高さを認めつつも、特定の薬代や送料に対して、継続利用​
​の観点から市場価格との整合性を厳しく見極めている層と考えられます。​

​●​ ​0点〜4点：不満層（0%）​​：料金体系そのものに対する不信感や不満を抱く層は存在​
​しませんでした。提示された価格設定が提供サービスに見合っていると判断されて​
​います。​

​調査結論​

​デジタルクリニックの料金体系は、多くのユーザーにとって「納得感があり、継続しやす​
​い」水準を維持しています。利便性項目が9点に近い中、料金が8.38点に留まっている点​
​は、ユーザーが「便利さ」という無形の価値に対して対価を払いつつも、支払う金額そのも​
​のについては冷静に比較検討している実態を示しています。​



​プラン数について評価を教えてください。(10点満点)​

​プラン数の評価分布​

​「プラン数」に関する評価は、平均​​8.72点​​と高い満足度を得ています。自分に合ったプラン​
​を選べる選択肢の豊富さが評価の鍵となっています。​

​評価区分​ ​構成比（概​
​算）​

​主な評価背景・ユーザーの反応​

​8点〜10​
​点​

​82%​ ​単剤からセットプランまで幅広く、目的や予算に合わせて柔​
​軟に選べる。​

​5点〜7点​ ​18%​ ​基本的なプランは揃っているが、より細かなカスタマイズ性​
​を期待する声。​

​0点〜4点​ ​0%​ ​選択肢が少なすぎて困る、自分に合うものがないといった不​
​満は見られない。​



​評価別のデータ傾向（プラン数）​

​「プラン数」のスコアは、ユーザーが「自分専用の治療」を見つけられたという納得感を裏​
​付けています。​

​●​ ​8点以上：豊富な選択肢と最適性（82%）​​：約8割のユーザーが自身のニーズに合致​
​するプランを見つけています。特に「10点」を付けたユーザーは、安価に始められ​
​るプランから、本格的な治療まで網羅されている点を高く評価しています。​

​●​ ​5点〜7点：標準的な評価（18%）​​：既に充実したラインナップがあることを前提と​
​しつつ、より特定の要望に応える「ニッチな処方」や「独自の組み合わせ」を期待​
​する層において、相対的に標準的な評価に留まっていると考えられます。​

​●​ ​0点〜4点：不満層（0%）​​：今回の調査において、プランの数や種類に対して明確な​
​不満を抱いているユーザーは一人も確認されませんでした。​

​調査結論​

​デジタルクリニックの「プラン数」は、競合他社と比較しても強力な武器となっています。​
​10点満点の評価が半数近くに達している事実は、ユーザーが「迷う楽しさ」と「選べる安​
​心感」を同時に享受している証左であり、多様なニーズを確実に取り込むプラットフォーム​
​としての完成度を示しています。​



​配送スピードについて評価を教えてください。(10点満点)​

​配送スピードの評価分布​

​「配送スピード」に関する評価は、平均​​8.88点​​でした。オンライン診療の価値を決定づける​
​物流スピードにおいて、極めて高い評価を得ています。​

​評価区分​ ​構成比（概​
​算）​

​主な評価背景・ユーザーの反応​

​8点〜10​
​点​

​86%​ ​診察の翌日には手元に届く。梱包もプライバシーに配慮され​
​ており安心。​

​5点〜7点​ ​14%​ ​おおむね早いが、住んでいる地域や配送状況により僅かなラ​
​グを感じた。​

​0点〜4点​ ​0%​ ​配送が遅延して困った、荷物が届かないといった物流トラブ​
​ルの報告はない。​



​評価別のデータ傾向（配送スピード）​

​「配送スピード」のスコアは、デジタルクリニックが単なる診察の場ではなく、信頼性の高​
​い物流インフラであることを示しています。​

​●​ ​8点以上：驚異的な即時配送（86%）​​：全体の約9割がこの層に集中しています。特​
​に満点の「10点」を付けたユーザーは、診察を受けた翌日にはポストに薬が届いて​
​いるというスピード感に「もはや通院より早い」という感動を覚えています。​

​●​ ​5点〜7点：標準的な物流スピード（14%）​​：この層の最低点も「7点」であり、満足​
​度は高いままです。天候や離島配送などの外部要因により、到着まで数日を要した​
​ケースにおいて、相対的に控えめな評価となっていると推察されます。​

​●​ ​0点〜4点：不満層（0%）​​：配送遅延や不手際に対する明確な不満（4点以下）を抱​
​いているユーザーはゼロでした。オペレーションの安定性が際立っています。​

​調査結論​

​デジタルクリニックにおいて「配送スピード」は、ユーザー体験を完結させる最大の強みで​
​す。診察から受け取りまでを「タイムラグなし」で繋ぐオペレーションは、他の追随を許さ​
​ないレベルにあり、このスピード感がリピート率を支える決定的な要因となっていると結論​
​付けられます。​



​アフターケアについて評価を教えてください。(10点満点)​

​アフターケアの評価分布​

​「アフターケア」に関する評価は、平均​​8.42点​​でした。オンライン完結型でありながら、受​
​診後の不安に寄り添う体制が高く評価されています。​

​評価区分​ ​構成比（概​
​算）​

​主な評価背景・ユーザーの反応​

​8点〜10​
​点​

​80%​ ​定期的なリマインドや、再診予約のしやすさが良い。相談に​
​も迅速に応じてもらえる。​

​5点〜7点​ ​20%​ ​フォロー体制は十分だが、より積極的な副作用チェックなど​
​の声掛けを期待。​

​0点〜4点​ ​0%​ ​アフターフォローがない、問い合わせに対応してもらえない​
​といった不満は皆無。​



​評価別のデータ傾向（アフターケア）​

​「アフターケア」のスコアは、デジタルクリニックが「診察して終わり」ではない、継続的​
​なサポート体制を構築していることを示しています。​

​●​ ​8点以上：再診・継続のしやすさ（80%）​​：全体の8割が非常に満足しています。特​
​に、薬が無くなるタイミングでの通知や、スマホ一つで完結する再診手続きの簡便​
​さが、長期的な利用における安心感に直結しています。​

​●​ ​5点〜7点：標準的なサポート（20%）​​：効率性を重視したドライな対応に満足して​
​いる層が多い一方で、対面診療のような「より親密で能動的なケア」を求める層​
​が、相対的に標準的な評価に留まっていると考えられます。​

​●​ ​0点〜4点：不満層（0%）​​：アフターケアの不備によって不快な思いをした、あるい​
​は不満を抱いたユーザーは確認されませんでした。デジタルツールを駆使した適切​
​なフォローが行われています。​

​調査結論​

​デジタルクリニックのアフターケアは、「継続のハードルの低さ」において高い評価を得て​
​います。不満層がゼロであることは、オンライン診療の懸念点である「孤立感」をデジタル​
​技術で適切にカバーできている証左であり、サービス全体の信頼性を支える重要な基盤と​
​なっています。​



​3.総合満足度と総括​
​デジタルクリニックの総合満足度スコアは、10点満点中​​7.27点​​と極めて高い数値を記録し​
​ました。今回の分析から、デジタルクリニックは単なる「オンライン診療の窓口」ではな​
​く、「多忙な現代人のライフスタイルに完全に融合した次世代医療プラットフォーム」とし​
​ての地位を確立していると言えます。ユーザーは、スマホ一つで「予約・受診・薬の受取」​
​を完結させ、かつそれが驚異的に早いという体験に対し、サービスとしての高い完成度を感​
​じています。​

​デジタルクリニックが支持される3つの核心的価値​
​1.​ ​究極の「タイムパフォーマンス」の提供​​：​

​24時間予約可能な体制、待ち時間ゼロ、そして迅速な配送というフローが、利用者​
​の生活から「医療に伴うストレス」を徹底的に排除しています。​

​2.​ ​デジタルとヒューマニティの融合​​：​
​「丁寧な説明」「無理な勧誘なし」という医師・カウンセラーの質（8.86点）が、​
​オンライン診療特有の不安を信頼へと変え、高い顧客満足度を生んでいます。​

​3.​ ​継続可能なエコシステムの構築​​：​
​豊富なプラン数と、手間を感じさせないアフターケアの仕組みが、一過性の利用で​
​はない、長期的な健康管理のパートナーとしての地位を確固たるものにしていま​
​す。​

​今後の課題​
​本調査データでは極めて高い満足度が示されていますが、今後のさらなる飛躍に向けた課題​
​として、以下の3点が挙げられます。​

​第一に、全項目の中で相対的に低い「料金（8.38点）」の納得度向上です。送料や薬価を含​
​めた「トータルコスト」での優位性をより明確に打ち出し、定期便割引などの充実を図るこ​
​とが有効です。​

​第二に、予約の集中する「人気枠のさらなる拡充（8.78点）」です。利便性が高いゆえに需​
​要が集中する特定時間帯の医師稼働率を最適化し、ユーザーの「今すぐ受けたい」に100%​
​応える体制の強化が望まれます。​

​最後に、デジタルならではの「パーソナライズ化」の深化です。蓄積された診療データを活​
​用し、個々の体調や副作用に合わせたより能動的なフォローを行うことで、競合他社とのさ​
​らなる差別化を図ることが期待されます。​


